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青森県薬剤師会ボランティア 

3/24から岩手県大船渡市へボランティア派遣
が開始。4/4～6までボランティアへ参加。 

大船渡市では、薬局のほとんどが営業停止。 

現地薬剤師も被災し、薬剤師が不足。 

基幹病院である大船渡病院は高台にあり無
事、院外処方を発行。 

医師会消滅により、医療連携が不可能になる
。 



大船渡の状況 



支援内容①薬局手伝い 



支援内容②薬品仕分け 



支援内容③避難所めぐり 



支援活動④薬局立ち上げ 



ボランティアに行って 

被災地を見ると「何か出来れば」という気持ち
は根こそぎ奪われる光景が広がっていました
。 

「薬剤師として被災地で困っている方のため
に…」と思って行くことの危うさ。 

戻っても被災地の方々が送っている生活を考
えるとイライラが抜けませんでした。 



もしも青森で大地震が起きたら… 

まず転倒し散乱した薬品棚を片付け、使用可
能な薬品をチェックする。 

営業時間中であれば、患者さんをどうするの
か？ 

家族との連絡先は確認出来ていますか？災
害伝言ダイヤル＿＿＿が有効。 

無理に職員を帰宅させないことも重要。 

3.12の市内の薬局の状況 



3.11の市内の薬局の状況 

弘前大学附属病院は休診 

弘前市民病院や国立病院なども休診だった
ような･･･ 

門前薬局は休業していたと思います。 

健生病院は診療再開 

弘前調剤センターも開局していました。 

八木橋薬局はアップルウェーブで開局してい
る事を伝えていたようです。 



停電時弘前調剤 
センターの様子 

２０１１・３・１２ 



薬局ではほとんどが電気で稼動 

レセプトコンピューター 

電子薬歴 薬袋印字機 

全自動錠剤分包機 

散薬分包機 

電子天秤 

プリンター 

冷蔵庫 

自動ドア、ストーブ など･･･ 



震災2日目の様子 



震災2日目 



震災直後の状況 

病院と協議の結果14日分までとする。 

当初は停電のため散薬の計量は出来るだけ
やめてシロップや半錠などでの処方をお願い
する。 

薬歴が分からないため服薬指導の点数は算
定しない。 

一包化がどうしても必要な患者の場合は後
日通電時に引き取りに来てもらう。 



不足する医薬品など 

チラーヂン 

エンシュア 

レスプレン 

リボトリール 

 

紙 

ビニール袋 

 

 


